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1. はじめに 

 近年、近距離無線通信（Near Field Communication: NFC）、RFID（Radio Frequency Identification）、

M2M（Machine to Machine）のように、比較的小さな容量のデータを無線で送受信する通信方式が知ら

れている。従来、受信機が同じ値のデータを連続して受信した場合でもクロックを再生しやすいように、

1 ビット内で必ず論理値の状態遷移が発生するマンチェスタ符号を用いる方法が提案されている [1], 

[2]。 

 また、論理値「0」のデータに第 1の波形を割り当て、連続しない論理値「1」のデータに第 2の波形

を割り当て、論理値「1」のデータが 2 つ以上連続する論理値「11」のデータに第 3 の波形を割り当て

て通信をする方法も提案されている[3], [4]。 

 図 1 に、従来の通信方式で用いられているマンチェスタ符号により符号化されたデータ列を示す。1

ビット内で必ず論理値の状態遷移が発生するマンチェスタ符号を用いることで、送信機と受信機の間の

距離が変動する場合であってもクロックの同期がはずれにくく、ノイズに強い通信をすることができる。 

 しかしながら、マンチェスタ符号が用いられたデータ列においては、送受信するデータ列によって、

データの立ち上がりタイミング（論理値「0」から論理値「1」に状態遷移するタイミング）が変化する

ので、位相ロックループ回路のようなクロック再生回路が必要であった。さらに、クロック再生回路を

用いてクロックを再生する場合、消費電力が増加するとともに、クロック再生回路がロックするまでの

起動時間が必要であった。 

 図 2は、以前に提案された通信方式で用いられている第 3の波形を用いて符号化されたデータ列を示

す。図 2に示すデータ列においては、データの立ち上がりタイミングが一定周期になるような第 1波形、

第 2 波形、第 3 波形が用いられているので、データの立ち上がりタイミングが変化する場合に比べて、

一定周期のクロックを再生しやすい。しかしながら、位相ロックループ回路のようなクロック再生回路

を用いることなくデータを復号するための具体的な方法については検討されていなかった。 

本論文では、現在検討中の復号回路のシミュレーション結果を一部報告する [5]。 
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図 1 マンチェスタ符号により符号化されたデータ列 
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図 2 以前に提案された通信方式で用いられている第 3の波形を用いて符号化されたデータ列 

 

2. 論理回路のシミュレーション結果 

図 3に論理回路のシミュレーション結果を示す。シミュレーションには MathWorks社のMATLAB [6]

を用いた。 

出願公開前のため、論理回路は示さないが、所定の入力波形が復号されていることが確認出来た。 
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図 3 論理回路のシミュレーション結果 

 

3. まとめ 

以前に提案された通信方式について具体的な復号回路を検討・考案し、良好なシミュレーション結果

が得られた。 

今後は論理回路のハードウェア化を図り、送受信特性の詳細について検討を行う。 
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